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第１節　弥生〜古墳時代前期の土器
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第１節　弥生〜古墳時代前期の土器
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第１節　弥生〜古墳時代前期の土器
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　第２節　石器

　石器についても東、中、西の３地区にわけて記述をおこなう。

　１　東地区出土石器（第245〜247図）
　磨製石鏃、打製石鏃、石錐、磨製石斧、柱状片刃石斧、打製石斧、石杵および不明石器がある。ほと

んどが包含層からの出土であるが、少量ながら住居址から出土したものもある。器種では打製石斧が多

く、31点を図示できた。一部を除き個々の時期の特定は困難であるが、縄文時代のものとするほどの遺

構・土器もなく、おおむね弥生時代後期後半に位置付けられると考える。

　石鏃（第245図１〜７）

　10点が出土している。１は平基無茎式となる磨製石鏃である。長身となり、研磨痕が明瞭である。２

〜７は打製石鏃である。２・３は平基無茎式、４は円基無茎式、５〜７は平基有茎式となる。２は先端

が欠損し、３は左側の基部を欠損している。５はわずかな逆刺を有し、茎部を欠損する。２はＳＩ12か

ら、６はＳＩ13の貼床内から出土している。

　石錐（第245図８）

　安山岩製の打製石錐が１点出土している。横長剥片を使用し、断面は不整な三角形を呈する。

　磨製石斧（第245図９・10）

　９は定角式石斧の基部である。10は柱状片刃石斧と考えられる。摂理の明瞭な素材を利用し、右側面

には自然面を残し、基端以外を丁寧に研磨し平滑に仕上げている。抉りは明瞭でない。刃先は使用によ

り顕著に磨耗している。風化が著しい。

　打製石斧（第245〜247図11〜28）以下に形状による分類を行った。

　Ⅰ類（11）両側辺がほぼ平行および基部がやや狭くなる、いわゆる短冊形を呈すもの。11は刃部が外

湾する。　

　Ⅱ類（12〜20）両側辺が基部に向かって狭くなる、いわゆる撥形を呈すもの。側辺は抉入によりゆる

く湾曲するものもある。自然面を大きく残し、周辺のみの最小限の二次調整をおこない成品とするもの

が多い。13・14・17〜19は原石から素材剥片を剥ぎ取った際の鋭利な縁辺をそのまま刃部とする。その

ため18のように厚みのある右側辺を調整し、薄く鋭利な左側辺を残したため、右側辺が張りだす形状と

なるものもある。13・14は基端部に自然面を残す。17〜19は横長剥片を素材とし、16は摂理剥片を素材

とする。なお、12・17はSI22の床面下から確認したピットから出土している。

　Ⅲ類（21〜28）両側片の中央が抉られる、いわゆる分銅形を呈すもの。抉りにより基部が張り出すも

の（21〜23・27）と直線的となるもの（24〜26・28）がある。Ⅲ類もまた素材となる原石の自然面を残

し最小限の調整を行うものがある。21・26・28は原石から素材を薄く剥ぎ取った際の鋭い縁辺を刃部と

する。Ⅱ類の18と同様、元の素材の形状に左右された21・26は縁辺を大きく打ち欠かき、基部を作り出

す。22・24・25は全体に厚みをもつもので、22・24は刃部の再加工が行われたことが窺われる。27は基

部のみであるが、基端面のみに自然面を残す。

　石杵（第247図29）

　29はSI06から出土した。Ｌ字状を呈し、断面は方形である。平滑な磨面は長軸方向に緩やかな弧を   

描く。下部を中心に赤色顔料の付着が認められるが、磨面には認められない。よく使い込まれており、

手で握る部分は、多少表面を滑らかにする程度の調整のみで本来の形状のままである。赤色顔料の製造
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第 245 図　東地区出土石器実測図 1（縮尺 2/3・1/3）
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　第 246 図　東地区出土石器実測図 2（縮尺 1/3）
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との関連がうかがわれる。台となるようなものは確認していない。

　２　中地区出土石器
　打製石鏃、磨製石斧、柱状片刃石斧、打製石斧、および不明石器がある。やはり包含層から出土した

ものが多い。中地区では82区から85区において縄文時代の可能性のある配石状遺構が存在し、近辺にお

いて打製石斧が出土している。そのため打製石斧については縄文時代晩期とすべきものも含まれよう。

　石鏃（第248図１〜３）

　打製石鏃が３点出土している。１は平基無茎式のものでSK5266から出土した。２は平基有茎式のも

のでSK5268から出土した。３は基部を欠損している。包含層から出土している。

　磨製石斧（第248図４〜6）

　３点出土している。４は柱状片刃石斧である。第245図10と同様、摂理の明瞭な素材を利用している。

全面に研磨され、断面は長方形を呈す。刃先は使用により顕著に磨耗している。抉り部より基部側を欠

損している。5は扁平片刃石斧であるが、本例は両刃となる。基部を欠損する。6はいわゆる定角式石斧

で刃部を欠損する。側面には明瞭な面をもつ。基端部は幅狭な円となるものである。

　打製石斧（第248〜251図７〜36）　分類は前述の通りである。

　Ⅰ類には７がある。全長11.2cmの小型を呈す。類例は少ない。表裏に自然面が残り、完成品と同程度

の大きさの素材を使用している。

　Ⅱ類には８〜19がある。側辺が直線または外湾ぎみとなるものには８・９があり、抉りがはいり湾曲

するものには10〜19がある。素材の自然面を残し、周辺のみの加工とするものには、11〜13がある。８

〜10・16・18は摂理状剥片を使用しており薄いものが多い。13・14・16は大型となるものである。13は

右側面を大きく欠損し、刃部には使用による磨耗が顕著である。15・19は刃部が潰れており、器体の厚

さからすると本来は大型であったことが窺われ、再加工と使用を経たものと考えられる。

　Ⅲ類には20〜30がある。基部が張り出すものには23・24・26・28があり、直線的となるものには20〜

22・25・27・29・30がある。使用による刃部の磨耗が確認されることから、素材剥片の縁辺を利用する

ことにより、二次調整を簡略化したものが多いことが傾向としてあげられる。26は刃部右側辺が厚く残

されており、未成品と考えられる。また25は調整が全面におよび、自然面がほとんど打ち欠かれている

ものである。基部が直線的となる25・27・29・30は全長が13〜15cm、刃部最大幅が12〜15cm前後にま

とまる。31〜36は刃部、基部片である。

　その他の石器（第251図37・38）

　37・38は不明石器である。38は石杵状を呈するが明瞭な使用痕は認められず、自然石の可能性もある。

37は棒状を呈す。断面形は楕円形である。両端部を欠損しているものの、一方は丸くおさまる様相を呈

する。調整は、部分的に研磨された部分があるのみである。被熱している。

　３　西地区出土石器
　打製石鏃、磨製石斧、打製石斧、石杵、石錘、および不明石器がある。遺物の出土量自体が減少する

ため一概には比較できないが、磨製石斧が他の地区に比べ多いといえようか。

　石鏃（第252図１〜３）

　打製石鏃が３点出土している。1・2は平基無茎式となるのものだが、1は基部を再加工している。３

は平基有茎式となる。

　磨製石斧（第252図４〜８）

第５章　遺　物



―359―

第 248 図　中地区出土石器実測図 1（縮尺 2/3・1/3）

第 247 図　東地区出土石器実測図 3（縮尺 1/3）
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　第 249 図　中地区出土石器実測図 2（縮尺 1/3）
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　第 250 図　中地区出土石器実測図 3（縮尺 1/3）
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第 251 図　中地区出土石器実測図 4（縮尺 1/3）
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　4〜６は定角式石斧となる。４は基部のみである。５〜７は刃部を欠き、５・６は両側面の稜線が明

瞭である。４・６は基端部が尖基となり、５は平基となる。７は側縁がほぼ平行となり、基端部は平基

となるものである。８は基部、刃部を欠き、全体に不整形を呈すものである。

　打製石斧（第252〜254図９〜27）

　Ⅰ類には９がある。刃部左からの打撃により原石から剥がされる。その際の割れ面が背面にあるもの

の、周縁を加工し製品としている。

　Ⅱ類には10〜15がある。11は扁平な長楕円形の礫を素材とし、表裏に自然面が残る。刃部は磨耗して

いる。10・12・13・15は原石より剥いだ素材剥片の縁辺を利用したもの、14は摂理による剥片を利用し

たものである。12・15は厚手で重量感のあるものである。

　Ⅲ類には16〜22がある。基部が張り出すものには16・17・19・20があり、直線的となるものには18・

21がある。22は右側辺を大きく欠損する。基端部が直線的となる19・20、湾曲する16〜18・21があり、

刃部は直線的となる21がある。17は刃部が再加工されている。16・18・21は刃部の摩滅が顕著である。

　23〜27は刃部片である。24は大きく欠損しており、周辺への調整も確認できない。鋭い縁辺を刃部と

して、打製石斧以外の用途に使用したことも考えられる。27の厚手の刃部は摩滅が顕著である。

　その他の石器（第254図28〜31）

　28はSI45から出土した石杵である。Ｌ字形を呈し、断面は円形となる。磨面は平滑である。本来の形

状から大きく変化させるものではないものの、全体を細かい敲打で調整している。被熱痕がある。29は

石錘である。剥離により紐掛を作り出す。30・31は不明石器である。30は丁寧に面取りされた５つの面

に、長軸方向の擦痕がある。31は石棒状を呈す。断面は円形から先細りするにつれ楕円形となる。磨痕

と敲打痕がある。
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　第 252 図　西地区出土石器実測図 1（縮尺 2/3・1/3）
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　第 253 図　西地区出土石器実測図 2（縮尺 1/3）
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　第 254 図　西地区出土石器実測図 3（縮尺 1/3）
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　第３節　石製品

　石製品として、遺構、包含層より多くの砥石が出土している。図示し得た54点のうち、60％が遺構出

土のものである。また、遺構出土のうちの60％が覆土上層をも含む住居址から出土している。石材は、

砂岩が54％、凝灰岩が33％を占め、少量ながら泥岩、安山岩を含む。主として砂岩製のものは荒砥石に、

凝灰岩製、泥岩製のものは中砥石〜仕上げ砥石に相当する。形状としては、大型で、平面形が長方形、

断面形が方形または、長方形を呈す厚い板状となるもの（Ⅰ）、断面が方形で角柱状を呈すもの（Ⅱ）、

板状を呈す主に中、小型のもの（Ⅲ）、球状を呈すもの（Ⅳ）、およびよく使い込まれたために不整形を

呈すもの（Ⅴ）がある。また砥面に断面が半円、Ｖ字を呈す溝を有すものが一定量存在する。

　１　東地区出土の砥石（第255〜258図）
　東地区からは31点を図示し得た。約70％を砂岩が、約25％を凝灰岩が占める。その他、泥岩がある。

住居址出土のものが約45％を、土坑、ピット等の遺構出土のものは約23％を占める。

　１〜４は、断面が長方形を呈し大型の板状を呈すものである。１はSI12の床面から、２はSI12の周溝

から出土している。1は砂岩製で表裏両側面の4面が砥面となり、線条痕がみられる。２は凝灰岩製で、

表面、右側面、裏面の3箇所に径４〜7mm、深さ１〜3mmの円形の窪みを有す。裏面には浅い溝がある。

表面、左側面の2面が使用され、表面は左側にやや傾斜する。3・4は表裏の湾曲が顕著である。5・6は

砂岩製で、破片であるが、厚さから１・３・４などの大型砥石の縁辺部分にあたる。７〜19は角柱状を

呈すものである。７〜９は大型となる。７はSI05周溝から、８はSI05床面から出土している。同質の凝

灰岩を素材とし、表裏、両側面の4面が砥面となる。８は表面に径1.3cm、深さ3mmの円形の窪みを有

し、使用により下端は板状となる。９は4面が大きく湾曲し、中ほどの断面はいびつな菱形となる。10

〜19はおおむね幅、厚さが５cm前後以下のものである。10は裏面に線条痕を残す。11は顕著な使用面

が残されていない。13は8条の断面半円形の溝を有し、面取りされた上下両端面から約１cm下にくびれ

をもつ。SI19から出土した。14は表裏、両側面がわずかに湾曲し右側面に浅い溝を、裏面に線条痕があ

る。15・16は両端を欠損し、浅い溝を持つ。17・19は同質の凝灰岩製で、幅、厚さも同程度である。19

は破損後も使用したため断面が五角形となる。19よりもより使い込まれた17といえる。18は両側面に細

い溝をもつ。表面は湾曲する。20〜24は薄い板状を呈すものである。幅が４㎝前後の20〜22、５cm前

後の23・24となる。20は裏面が平坦面となり安定する。表面はやや傾斜し、下端は片刃状に整形される。

SI11の床上面から出土した。21は表裏が砥面として使用される。22は欠損しているが、欠損後も使用さ

れたことがうかがえる。23は表面が湾曲し両側面に浅い溝を残す。24は表裏、両側面および下端面を平

滑とする。使用痕は明瞭でなく、左側面にやや幅が広く浅い溝を有す。25・26は球状を呈す。手持ち砥

石である。当初は球状ではなかったと考えられ、25は1条の、26は3条の溝跡がある。27〜31は破片であ

る。29は断面V字の溝と平行するやや深い線状痕がある。30は泥岩製である。31は破損面を平滑にしよ

うとしたことがうかがえる。

　２　中地区出土砥石（第259・260図）
中地区からは16点を図示し得た。約38％を砂岩が、約50％を凝灰岩が占める。その他、泥岩がある。住

居址出土のものはなく、溝・土坑出土のものが約30％を占める。東地区と比べ砂岩の占める割合は半減、

凝灰岩は倍増している。

　１〜10は角柱状を呈す。１・２は大型のもので、１は砂岩、２は凝灰岩を使用している。１・２は第
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第 255 図　東地区出土砥石実測図 1（縮尺 1/3）
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第 256 図　東地区出土砥石実測図 2（縮尺 1/3）
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第 257 図　東地区出土砥石実測図３（縮尺 1/3）

9

10

13

11

12
14

第３節　石製品



―372―

第 258 図　東地区出土砥石実測図 4（縮尺 1/3）
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第 259 図　中地区出土砥石実測図 1（縮尺 1/3）
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255図１の東地区出土のものと形状が、２は石材が異なるものの、厚さ、長さにおいて何らかの規格の

ようなものがうかがわれる。１は4面に線条痕を残す。２は表面上端に石材切り出しの際の擦り切り痕

をわずかに残す。3〜６は中型のものである。３は大きく欠損しており、本来は板状を呈する可能性も

ある。下端を表裏から整形し、面とする。４は浅い半円状の溝がある。５は表裏2面を使用し、裏面に

は線条痕を残す。6は3条の溝を有し4面を使用する。7〜10は小型のものである。７・9は端面も研磨に

より整形するが、８は未調整である。８は断面がいびつな五角形を呈す。９の表面には断面半円の溝が

あり、右側面は溝状にわずかにくぼむ。７〜9は手で持って使用したことが考えられる。10は下端を片

刃状に整形し、砥面とする。表面から続く線状痕を有す。11から15は薄い板状を呈す。11は泥岩製であ

る。厚さが均一となるよう研磨されるが、裏面には剥離面が残っていることから、欠損した破片の再加

工品と考えられる。上下左右の４側面も研磨し平滑にしている。12〜15も欠損により薄い板状となった

ものであるが、そのために使用されなくなったとも考えられないものである。14は泥岩製である。

第 260 図　中地区出土砥石実測図 2（縮尺 1/3）
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16は不整形を呈すものである。各面は湾曲し断面の形状も一定しない。溝を有す面がある。

　３　西地区出土砥石（第261図）
　西地区からは7点を図示し得た。泥岩が３点、凝灰岩が２点、砂岩、安山岩が各１点である。住居址

出土のものは5点あるが、うち１点は確認面上である。溝から１点、包含層から１点出土している。東

地区、中地区と比べ限定的となる。

　１・２は角柱状を呈す大型のものである。１は砂岩製である。SI40の確認面、覆土上面から出土した。

上端の破断面以外の全面に溝を有す。２は凝灰岩製で、多角柱状となる。主として使用されているのは

右側面である。安定しない形状であること、未調整部分を残す面に、長軸方向および直交する方向の擦

痕が確認できることから、他の面は平滑にしつつある段階ととれる。被熱痕がある。３は多角柱状を呈

す小型のものである。下端面も平滑に研磨される。斜め方向の細かい線条痕がある。４〜６は泥岩製で、

薄い板状を呈す。４は表裏とも湾曲する。両側片は平滑に面取りされる。欠損しているが、上端部に貫

通孔を有している。５・６は同一の石材で、欠損している。裏面は摂理面で剥離しており未調整である。

７はいびつな球状を呈する。手に持って使用されたものである。安山岩製である。

第 261 図　西地区出土砥石実測図（縮尺 1/3）
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　第４節 玉製作関連遺物

　玉作関連遺物としては、主として緑色凝灰岩の管玉製作に関わる多量の未成品や剥片と完成品、勾玉

の完成品、未成品、ガラス小玉と管玉の他、鉄製の工具類（穿孔具・調整具）が多く出土している。こ

れらの遺物の大半が、初年度に調査した１〜27区から出土し、特にSI01とSI11の竪穴住居とその周辺地

区に集中し、SI01は剥片類の総点数の27.8％、総重量の29.5％、SI11は45％と40.8％を占め、二者で全体

の約７割に達し、周辺包含層（13〜15区）も含めると点数で80％、重量で78％にも及ぶ。また、鉄製品

の集中区もこれら玉製作遺物とほぼ重なっており、それらが有機的に結びついていたこと示していると

考えられる。SI06とSI14はSI01とSI11と切り合う形で存在しているが、玉作関連遺物に関しては、明確

にその量が少なく、後二者との性格の違いが明らかである。出土しているものも、住居が埋没する課程

で混入したものと考えられる。これらの遺構には編年上は明確な時期差が見いだせない程の短期間での

建て替えであり、玉製作が短期間に集中して行われたものであったことを物語ると言える。

　西に向かうに従って出土量は減少し、住居址の覆土かその周辺に限って出土する程度に止まる。特に

顕著にその違いとして挙げられるのが製作過程で必ず出る剥片類で、これらの量が極めて少ない。これ

は、福井県内で弥生時代集落を調査する際に出土する玉製作関連遺物のあり方に類似する。

　１　管玉製作関連遺物（第262〜269図）
　管玉の石材としては、主として緑色凝灰岩が用いられているが、鉄石英と瑪瑙が僅かながら利用され

ている。緑色凝灰岩の質は、硬質のものも、軟質のものも利用され、大型品に軟質のものが利用されて

いる例が多く見られる。硬質のものの中でも、緻密な良質のものとやや目の粗いものがあり、良質のも

のには濃緑色のものと淡緑色のものが利用されている。しかし、絶対量は少なく、角柱未成品段階以降

の小さいものしか残されていない。荒割未成品などの塊に全く見られないことから、別産地の原石が持

ち込まれたのではなく、同一の岩脈の中で僅かに含まれていたものが利用されたと考えられる。

　（１）原石〜荒割り段階（第262・263図）
　原石と考えられる加工の痕跡がほとんどないものは出土しておらず、最大のものでも８㎝大程度であ

る。残されている母岩類の自然風化面や摂理面の状況を見る限り、原石として持ち込まれたもののも、

それほど大きなものではなかった可能性が高い。鉄石英の原石は、最大でも６㎝大で、他に４㎝大のも

のが４点出土している。内１点には、緑色の部分、つまり碧玉が含まれていた。このことは、同じ岩脈

に２つが同時に存在していたことを示している。管玉未成品の中に、緻密な石材が含まれていることか

ら、鉄石英と共に採取したこの碧玉が利用された可能性が高い。

　本遺跡で見られる石材の多くは摂理面を持ち、荒割段階ではその摂理面を生かす形で割り取る。この

際、摂理面に沿って摂理させ例は少なく、摂理面から打撃を加えることによって摂理面を小口に持つ石

片を作る例が多い。母岩となっている大きめの石材は、摂理面などの平坦面からの打撃で打ち割られた

痕跡を多く残す。打面の転回はほとんど無く、同一打面から連続して打ち割る傾向がある。目的剥片の

統一性はほとんど無く、打撃し易い面を選択して乱雑に割り取られる傾向が強い。また、素材に摂理が

多く見られることから、摂理面から破断し、面が荒れた不整形の剥片となっている場合も多く見られる。

平坦面は、摂理面と平行する場合が大半なので、結果的に摂理面に直交する形で剥離を行うことになり、

前述のような結果になったといえる。よって、この段階で、一定の大きさや形でまとまったものは明瞭

には認められない。
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　第 262 図　原石～荒割段階未成品実測図（縮尺 1/2）
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　このようにして得た剥片の内、適度な形と大きさになったものを、角柱状に整形していく作業が次の

段階である。前段階で得られた剥片が不整形なものが多いことから、不整部分を取り除く形での割りと

りがなされたと考えられる。また、この段階での打撃は平坦部に直接加えるのでは無く、側辺の稜線を

利用して打撃が加えられた場合が多くに見られる。この傾向は、角柱状未成品に残された痕跡でも頻繁

に認められる。この打撃には、鏨等のあて具が利用された可能性が高い。直接打撃で打ち割りを行う場

合、平坦面を利用する方がはるかに容易である。しかし、平坦部からの打撃は、加えた力が抜けきるま

での長さが、方向により差があるため歪みが生じ易い。稜線部からの場合は、長さの差が少なく、比較

的力が抜け易い。鏨のような鉄製工具を利用した場合は、特に力が１点に集中し易く、打点で破砕する

ことを防止ことができた点でも有利であったと考える。

　この段階のものは、住居に集中する傾向が少なく、散在する状況で出土する。比較的多いのが、SI11

等の東側10区付近で、D10区にはその集積遺構も見られた。

　なお、この段階で施溝による分割が行われたものが東地区で３点と中地区と西地区で各１点ずつの計

５点が出土している。SI01から出土した翡翠の石片にも施溝が見られ、必要に応じて施溝を用いた割り

取りも行われていたようである。石製擦り切り具は出していないことから、鉄製工具により施溝された

と考えられる。

　（２）形割り段階（第264〜267図）
　形割り段階になると、規格が揃った角柱状未成品が、量的にも多く見られる。前段階までは、SI01と

SI11に特に集中する傾向は認められなかったが、この段階では、この２つの住居に集中して出土する。

SI01が14％、SI11が22％で、周辺包含層（13〜15区）を含めると約５割がこの地区に集中するように

なる。

　この段階での側面調整は、あまり顕著な形では行われておらず、むしろ角柱状に整形するために加工

が施された痕跡が残るものが多く見られる。あっても１〜２側面程度でその方法も粗い。押圧剥離と考

えられるようなものはあまりなく、割り取られた状況を呈している。鉄製工具が用いられた可能性が高

く、先端の尖った鏨をあてて打撃されたと考えられる。

　長さは２㎝前後と1.5㎝前後、１〜1.2㎝前後のもの、太さは１㎝前後、0.7㎝前後、0.5㎝前後に大きく

分けられる。２㎝大のものを長さと太さを半分にしたものが、長さ１㎝前後のものであり、かなり多く

存在する。２㎝大のものの中には、研磨痕が既に見られ、この大きさを当初から意識している可能性が

高いが、大半は1.5㎝大のものと１㎝大のものであり、全体に規格性が高い。この２種が、完成品の規

格として主体を占めていたと考えられる。

　石材は、鉄石英品が２点ある他は、すべて緑色凝灰岩である。

　（３）研磨段階（第268図）
　研磨は、角柱状品の段階で始まっている。角柱状品の中で部分的な研磨が認められるもの一定量ある。

最初は、比較的平坦な面に研磨が見られる例が多い。研磨未成品の長さは、角柱状品が少し短くなった

程度のものが主体であり、角柱状品を再度割り取って小さくすることはほとんどなかったと考えられ

る。ただ、前段階ではなかった長さ0.7㎝前後、幅0.3㎝前後の小さい規格のものが見られるようになる。

これは形割り未成品の1.3㎝ものの約半分の大きさで、これをベースに半割された可能性もある。研磨

方向は、大半が縦方向で、斜方向は希に見られる程度に止まる。なお、鉄石英と瑪瑙製のものが、各１

点ずつ出土している。
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　第 263 図　荒割段階未成品実測図（縮尺 2/3）
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　第 268 図　研磨段階未成品実測図（縮尺 1/1）
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　（４）多角柱状未成品段階（第269図）
　穿孔直前の多角柱状未成品は、長さが1.5㎝、1.1㎝、0.7㎝各前後のほぼ３種類に分類でき、太さも

0.8㎝、0.5㎝、0.3㎝前後の３種類があるが、長さ1.5㎝大のものは太さ0.7㎝である以外は、その規格

の中で２種類ずつが存在している。四角柱のものが２点あり、これらはそのまま角柱の管玉として仕

上げられた可能性が高い。

　穿孔に先立って、端面に穿孔具の掛かりと目印を兼ねたと考えられる窪みが付けられている。その窪

みには、針先のようなもので刺突して付けられるものと、穿孔具を回転させて付けられたものの２種類

が認められる。何れも先端が細い工具が用いられていることが分かる。中には、両端で異なる手法が用

いられている例もあることから、２段階で窪みが付けられた可能性がある。つまり、先に穿孔する場所

を刺突するようにして傷を付け、その上で浅い窪みを回転によって付けるという方法である。また、穿

孔前に両端にあらかじめ付けられる場合と、片方ずつ付けられる場合が認められるが、前者が大半で、

この方法が主流であったといえる。

　（５）穿孔段階（第269図）
　穿孔は、両側穿孔が主である。穿孔具は、穿孔に失敗し半裁した断面で観察すると、先端が細い錐で

あったことが分かる。よって、断面は先端に向かって細くなるＶ字状を呈している。失敗したものの多

くは、両側からの穿孔に食い違いが見られ、穿孔時の微妙な制御が困難であったことを示すものと考え

られる。また、穿孔面は光沢を持ち、段差などが見られないことから、比較的躊躇無く穿孔がなされた

可能性が高い。39は、片側から中間付近まで一旦穿孔されたものの横にずれたため、反対側からの穿孔

筋と完全に食い違い、結果として片側穿孔となったもの、87も同様に片側で大きくずれたため、反対側

から突き抜ける形で穿孔された結果、最初の穴と側面で繋がり、穴が楕円形になってしまったものであ

る。２例ともずれた方の穴も中間付近まで進んでいることから、修正をする間もなく穿孔が行われた可

能性が高い。

　（６）完成品（第269図）
　完成品は、欠損品も含め206点あり、他に稜を残し最終仕上げがまだ行われていないものが27点ある。

規格は、穿孔前段階のものとほぼ一致するが、必ずしも厳密に規格されている訳ではない。長さは

0.5〜0.6㎝、0.9〜１㎝、1.2〜1.3㎝、1.5㎝前後があり、太さは0.3㎝前後がと0.5㎝前後に分かれる。太

さ0.5㎝で長さが2.7㎝あるものが１点ある。また、太さが0.2㎝前後の細いものも少量だが認められる。

穿孔段階では、側面の稜は明瞭で六角〜八角柱の状態であったものが、仕上げ直前には、縦方向の研

磨により細かい稜線が付く円柱に近い多角柱を成している。その後、光沢を出す最終研磨が行われた

と考えられる。完成品には鉄石英のものは含まれていないが、仕上げ直前品の45ともう１点出土して

いる。

　２　勾玉（第271図）
　石製勾玉は、完成品・未成品合わせて52点出土している。SI11が13点で圧倒的に多く、SI01、SI25が

各３点、SI19、SI24が各２点、その他遺構が10点、包含層が16点、その他３点である。地区では、東地

区44点で、中地区９点、西地区１点とその偏りは顕著で、管玉製作関連遺物の分布状況と重なる。石材

は蛇紋岩18点、翡翠が16点で、他に質の悪い瑪瑙、緑色凝灰岩などがある。穿孔方法では、穴のある40

点の内、24点が片側穿孔、16点が両側穿孔で、翡翠製品の場合は原則片側穿孔である。

　未成品は８点ある。半月状に研磨したもの（41〜43）が主で、扁平な方形状に研磨したものが２点あ
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る。SI11には未成品が３点含まれており、図示したもの以外に研磨された翡翠が２点出土している。さ

らに、接するＡ13区の地山面から、施溝痕を持つ翡翠片が１点出土していることから、勾玉製作が管玉

製作と併行して行われていた可能性が高い。

　勾玉の形状は大きく３種類認められる。Ｄ字状のもの（Ⅰ類）、Ｄ字状の腹部を僅かに窪ませたもの

（Ⅱ類）、尾を明瞭に表現したもの（Ⅲ類）がある。しかし、何れの場合も、断面形は扁平になるものが

大半で、Ⅲ類の場合に若干丸味を帯びるものが見られる程度で、それも尾の周辺に限られる。Ⅱ類が最

も多く、Ⅲ類、Ⅰ類の順で続く。SI11ではこの３種共に見られる。Ⅲ類は、より新しい要素が強いと考

えられるが、これらが時期的な差に必ずしもならず、同時期に存在した形態であることを窺わせる。

　16は、SI03床面から出土した翡翠製の大型の勾玉で、表裏面は扁平だが、尾部が頭部より厚みを持ち

丸い膨らみを持つ。Ｄ字形に整形後に加工したものではなく、板状の剥片を研磨によって整形したもの

と考えられる。

　１と２は極めて小さい翡翠製勾玉である。１は中地区のSI25、２は西地区の川５からの出土で、腹部

を僅かに窪ませて、尾を若干表現している。長さは約0.7㎝、幅0.4㎝程度で、最小の部類に入る勾玉である。

　44〜46は土製の勾玉である。全体に丸味を帯びるもので、SK5032とＣ17・18区土器集中区、D19から

出土している。伴う土器は古墳時代前期で、この時期のものと考えられる。

　３　ガラス玉（第271図）
　ガラス製の玉には、管玉４点と小玉31点がある。１は、白濁した管玉で、左肩下がりに気泡の繋がり

が明瞭に見える。表面がザラついており、二次的に比熱を受けた可能性がある。２は薄紫色の管玉で、

端部の一部である。右肩下がりで気泡の繋がりが明瞭に観察できる。１と大きさはほぼ同じで太さは約

0.3㎝で、細形の石製管玉と同程度の大きさである。何れもSI01からの出土である。３は淡青色の管玉で、

太さは約0.5㎝を測るが、両端部共に欠存しており、全体像は不明である。

　小玉は、東地区で25点ともっとも多く、中地区で４点、西地区で２点が出土している。SI01（50・

51）とSI11（52〜55）で各４点と多く、SI12で２点、SI03で３点（２点は破片）、SI45２点と続く。色

調は淡青色のものが主で、東地区では25点中４点（内２点は破片）、中地区で４点中３点が濃青色のも

のである。62は管玉状の形状であるが、厚みは0.28㎝しかなく、端部も平坦に整形されていないので、

小玉の一種と考えて良いだろう。

　４　石製管玉（第270図）
　SI42のピット８の肩部から出土した胴部が張る形の管玉である。形態から、縄文時代の

ものと考えられる。長さ3.01㎝、幅1.18㎝、厚さ1.01㎝、重さ6.31ｇを測る。両側穿孔で、

孔口付近では0.38㎝を測る穴径は、漏斗状に狭くなり、中央付近で直径約0.1㎝の穴となっ

て貫通している。石材は、透明な緑色の部分が多く含まれ、翡翠のようにも見えるが、そ

れ以外の部分は灰オリーブ色をし、全体ににぶい色調である。糸魚川産の翡翠は通常白色

〜半透明であることがほとんどであることから、近年確認された九州産の石材である可能

性がある。
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　第 271 図　勾玉・ガラス玉実測図（縮尺 1/1）

1

5 6 7 8

9

12 13 14

18

23

28

33 34

35

40

44

47

48 49

50

61 62 63 64 65 66 67

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

45 46

41
42 43

36

37 38 39

29

30

31 32

24
25

26 27

19 20

21 22

10 11
15

16

17

2
3 4

第４節　玉製作関連遺物



―390―

第５章　遺　物



―391―

第４節　玉製作関連遺物



―392―

第５章　遺　物



―393―

第４節　玉製作関連遺物



―394―

第５章　遺　物



―395―

第４節　玉製作関連遺物



―396―

第５章　遺　物



―397―

第４節　玉製作関連遺物



―398―

第５章　遺　物



―399―

第４節　玉製作関連遺物



―400―

第５章　遺　物



―401―

第４節　玉製作関連遺物



―402―

第５章　遺　物



―403―

第４節　玉製作関連遺物



―404―

第５章　遺　物



―405―

第４節　玉製作関連遺物



―406―

第５章　遺　物



―407―

第４節　玉製作関連遺物



―408―

第５章　遺　物



―409―

第４節　玉製作関連遺物



―410―

第５章　遺　物



―411―

 　第５節　鉄製品

　約2600点を超す量の鉄製品とそれと同数に近い鉄片が出土した。それらの中で製品と思われる一部に

Ⅹ線透視を行い、その形状を確認して他を類推した。極めて小さな棒状の製品と錐としたものは図化に

耐えず写真にした。

　鏃　36点出土し、形状により、Ａ−逆刺のある無茎（第272図１〜８図版113−１〜４）、Ｂ−三角形

の鏃頭の無茎（第272図９〜14 図版113−５〜８）、Ａ・Ｂのいずれに属するか不明な鏃頭の先端部（第

272図15〜18）がある。Ｃ−圭頭鏃（第272図19〜27 図版113−9〜12）、Ｄ−鏃頭と茎の境界が明確では

ないが、先端に著しく短縮した柳葉形の鏃頭を持つもの（第272図28･29 図版113−13）、Ｅ−鏃頭と茎

の境界が明確ではないが、先端に円形の鏃頭を持つもの（第272図30〜34 図版113−14･15）、Ｆ−短縮

した柳葉形の鏃頭で、太く長い茎を持つもの（第272図35 図版113−16）、Ｇ−短縮した柳葉形の鏃頭で、

鏃頭に近い長さの茎を持つもの（第272図36･37 図版113−17･18）、Ｈ−鑿形の鏃頭で、短い茎を持つも

の（第272図38 図版113−19）の８分類した。他に銅鏃が１点出土し、鏃頭は小さな柳葉形で鏃頭の半

分ほどの長さの茎を持つものである（第272図39 図版113−20）。

　斧　３点の短冊形の袋状鉄斧が出土した。形状・法量ともに同様のものである。その法量から手斧と

して使用された可能性がある（第272図40〜42 図版113−21〜23）。

　 　29点出土した。形状・法量が多様であるが、切先が反り返り、断面が弧状のものを抽出した。錆

が進んでおり、裏剥きが明瞭なもの、鎬の残すものは僅かであった（第272図43〜71 図版113−24〜29）。

　刀子　26点出土した。片刃の平造り（第273図１〜26 図版113−30〜39）がほとんどを占めるが、１

点だけは刃部が片刃の平造りで、切先が剣先状になるものがあり、他に比較して大型品である（第273

図27 図版113−40）。全体的には研ぎやせしているものも多い。

　鑿　３点出土した。形状が木工用の鑿と同様であるが、柄の装着部が袋状ではなく茎を柄に挿入する

形をとる（第273図28〜30 図版113−41･42）。

　鎌　５点出土した。４点の短冊形の手鎌（第273図31〜34 図版113−43〜45）と、半月状の一方に木

製の柄をほぼ直角に装着し、刃に直線の10㎜に７個の単位で鋸歯が刃部すべてにある鎌１点である（第

273図35 図版113−46）。

　鏨　９点出土した。平面形が撥形のものが４点（第273図36･38･39･42 図版113−47･49･50）。平面形

が短冊形のものが４点（第273図37･40･41･43 図版113−48･51･52･54）。平面形が逆撥形のものが１点（第

273図45 図版113−56）。

　小型板状鉄斧　３点出土した。短冊形が１点（第275図78 図版113−92）、撥形が２点（第275図79･80 

図版113−93）である。

　棒状工具　出土した鉄製品の大半を占めたのが棒状の製品で法量は極めて多様であり、その用途も多

様であったと思われる。断面が方形もしくは長方形のもの、円形のもの、レンズ状楕円形のものがある。

　断面が方形もしくは長方形で両端とも欠失しておらず、一端が目打ち状にとがったもの（第273図46

〜66 図版113−57〜60）、断面が方形もしくは長方形で一端が面で他端を欠くもの（第273図67〜122 図

版113−61〜63）、断面が方形もしくは長方形で一端を欠き、他端が目打ち状にとがったもの（第273図

123〜132･第274図１〜70 図版113−64〜69･71･72）と、断面が方形もしくは長方形で両端を欠くもの（第

274図71〜162）がある。第274図13･14･26･37はいずれも先端が曲がっており、目打ちもしくはタガネと
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して使用した痕跡と思われる。

　断面が円形で一端が面で他端を欠くもの（第274図171〜180 図版113−77〜80）、断面が円形で一端を

欠き、他端が目打ち状にとがったもの（第274図181〜193 図版113−75･76）と、断面が円形で両端を欠

くもの（第275図１〜18）がある。

　断面が楕円形もしくはレンズ状で両端とも欠失しておらず、一端が目打ち状にとがったもの（第275

図19〜22）、 断面が楕円形もしくはレンズ状で一端を欠き、他端が目打ち状にとがったもの（第275図36

〜49 図）と、断面が楕円形もしくはレンズ状で両端を欠くもの（第275図50〜63）がある。

　これらの棒状の製品は、装飾用の玉類を加工する工具で、用途によって法量・形状が限定され、石材

から製品になるまでの各工程で使い分けられたと思われるが、目打ちもしくはタガネとして使用された

ものが多く含まれているであろう。

　錐　453点出土した。管玉穿孔用の錐である。その一部の176点を図版114上１〜176に掲載し、図版

113−162･168･174･180･231･232･257･258･283･289･348･349･364･368に断面および側面の顕微鏡による拡

大写真を掲載した。拡大写真から見ると、断面が方形の棒状にしていたが、使用されて磨耗し、先端が

円形になっているものが多く見られた。（図版113右下の番号は第20表に準拠した）

　小型棒状工具　550点出土した。その一部の85点を図版114下１〜85に掲載し、図版113−191･194･254

･262･268･333･336･395･396･513･515･466･490に断面および側面の顕微鏡による拡大写真を掲載した。錐

よりもやや大きい棒状の製品である。拡大写真から見ると、断面が方形のものと、円形のものがある。

（図版113右下の番号は第21表に準拠した）

　鉄製不明品

　不明品には用途が不明であるが形を整えて何らかの製品にしたもの（第275図75〜77･81〜139 図版

113）と、そうでないものがある。そうでないものには製品の原料として鉄材（第275図144〜152･154〜

159･161〜170･172〜187 図版113）と、鍛造剥片（第275図140〜143･153･160･171）がある。その他に鉱

滓のような小鍛冶の存在を示すものもある。

　丸鞆形製品　５点出土した。方形の板の一辺を半円形に作ったもので、法量は一律でなく、最も大き

い第275図65は下端を折り曲げている。（第275図64〜68 図版113−81〜83）

　五角形製品　正方形の一片に山形の張りだしを設けた五角形である。無茎の鏃とも考えられたが、縁

辺には刃がなく、板状のままである。（第275図69〜72 図版113−84〜87）。

　方形製品　正方形の板で、錐を切り取る板材とも思われたが、錐の長さを満たすものではなく、製品

として作られたのであろう。（第275図73･74 図版113−88･89）

　第275図92･107 図版113−90･91は、装着のための繊維の痕跡が残るもので、前者は刀子の柄と思われ

る。後者は両端とも尖らせており、木製の柄に装着された錐状の工具であろう。第275図152 図版113−

102は、三角形の板状の一端を極めて鋭利な鉤針状に作っている。その他に小型の製品を切り取るのに

充分な大きさの板材が多くある（第275図148･149･163･177〜184 図版113−107･115〜123）。それらには

直線的な破断面が残されており、材料として転用されたのであろう。

　鉱滓等　鍛冶炉で鍛造の際に発生した鉄の成分が少ない鉄塊がある（第275図188〜190 図版113−126

〜128）。鍛造剥片とともに当遺跡で鍛冶炉を設け、鍛造がなされていたことを示す貴重な資料である。
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　第 272 図　鉄製品実測図１（縮尺 1/2）
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　第 273 図　鉄製品実測図２（縮尺 1/2）

第５章　遺　物



―415―

　第 274 図　鉄製品実測図３（縮尺 1/2）
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　第 275 図　鉄製品実測図４（縮尺 1/2）
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